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１．２３年３月期の連結業績（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日） 

（１）連結経営成績                    記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 

 

２３年３月期 

２２年３月期 

百万円       ％ 

２３,１３４（  11.7） 

２０,７２０（△27.3） 

百万円         ％

６３（ △ 10.1）

７０（ △31.1）

百万円         ％ 

１６（ △78.1） 

７６（   ―） 

百万円     ％

１０４（ 107.0）

５０（   ―）

（注）包括利益 ２３年３月期 ４４百万円（△56.9％） ２２年３月期 １０３百万円（―％） 

 １株当たり  
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

自 己 資 本

当 期 純 利 益 率

総 資 産 

経 常 利 益 率 

売 上 高

経 常 利 益 率

 

２３年３月期 

２２年３月期 

円 銭 

１７ ５４ 

８ ４７ 

円 銭

  ―   ―

  ―   ―

%

６.４

３.２

% 

  ０.２ 

０.９ 

%

  ０.１

０.４

（注）  1．持分法投資損益 ２３年３月期  ― 百万円  ２２年３月期  ― 百万円 
        2．期中平均株式数（連結）２３年３月期５,９８１,５２６株 ２２年３月期 ５,９８１,８２３株  
    3．会計処理の方法の変更  有 
    4．売上高、営業利益、経常利益、当期純利益におけるパーセント表示は、対前期増減率 
（２）連結財政状態 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1 株当たり純資産 

 

２３年３月期 

２２年３月期 

      百万円 

  ７,５７２ 

７,８０５ 

      百万円

 １,７１９

１,６８８

        % 

   ２１.９ 

２０.７ 

     円  銭

  ２７６ ８９

２６９ ８２

（注）期末発行済株式数（連結）２３年３月期 ５,９８１,４８２株  ２２年３月期 ５,９８１,６１５株 

（３）連結キャッシュ･フローの状況 

 営業活動による 
キャッシュ･フロー 

投資活動による 
キャッシュ･フロー 

財務活動による 
キャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 

２３年３月期 

２２年３月期 

           百万円 

１９５ 

３０８ 

           百万円

１６３

△３０

           百万円 

   △３８ 

△１,２１４ 

            百万円

   １,１２７

８４４

（４）連結範囲及び持分法の適用に関する事項 
   連結子会社数 ６ 社  持分法適用非連結子会社数 ― 社  持分法適用関連会社数 ― 社 
（５）連結範囲及び持分法の適用の異動状況 
   連結（新規） ― 社 （除外） １ 社  持分法（新規） ― 社 （除外） ― 社 
 

２．２４年３月期の連結業績予想（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日） 

 売 上 高          経 常 利 益          当 期 純 利 益          

 

中 間 期 

通 期 

         百万円

   １１,４００

   ２３,０００

         百万円 

      ６０ 

     １４０ 

         百万円

      ４０

     １２０

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  ２０ 円  ０６ 銭 

※ 上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出した値ですので、実際の決算とは異なる可能性 

 があります。なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料の３ページを参照して下さい。 
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１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

    当連結会計年度における我国経済は、政府の経済対策効果や新興国向け輸出の増加により、緩やかな

景気回復の兆しが見られました。しかしながら、厳しい雇用情勢・設備投資状況、また急速な円高の進

行や原油価格の高騰などに加え、本年３月に発生した東日本大震災により国内経済が深刻な影響を受け

る等、自律的な景気回復には先行き不透明感が強まりました。 

    このような経済環境下にありまして、当社グループは、国内外の販路拡大や販売力の強化に取り組む

ため、これまで以上に受注シェアの拡大や成長事業分野への進出を図るとともに、海外子会社を通して

の海外取引の拡大を積極的に展開してまいりました。また、引き続き経費削減や業務の合理化等の収益

改善施策にも取り組んでまいりました。 

    この結果、当連結会計年度の売上高は、前期比１２％増の２３１億３４百万円、売上総利益は、前期

比４％減の１７億９百万円となりました。また損益面におきましては、営業利益は前期比１０％減の６

３百万円となり、経常利益は前期比７８％減の１６百万円となりました。また、当期純利益は、投資有

価証券売却益計上により前期比１０７％増の１億４百万円となりました。 

     

以下、報告セグメントごとに業績の概況をご報告いたします。各セグメントの売上高は、外部顧客へ

の売上高を記載しております。 

    なお、当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 

平成 21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第 20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用しております。詳細は、添付資料 19 ページ「４．セグメ

ント情報（1）報告セグメントの概要」をご確認ください。 

金属事業 

当セグメントの売上高は 49 億 46 百万円、営業利益は 34 百万円となりました。 

商品別では、冷蔵庫扉材の表面処理鋼板がエコポイント制度延長の効果もあり、前期に引き続き比較

的堅調に推移するとともに、海外向けのゲーム機用表面処理鋼板が大幅に伸長いたしました。 

  電線事業 

当セグメントの売上高は 58 億 45 百万円、営業損失は 46 百万円となりました。 

商品別では、加工付電線は、ゲーム機及び携帯電話向けが顧客の需要減少等により売上が減少いたしま

した。しかしながら、主力の遊技機及び民生用電気機器向け機器用電線は、国内につきましては顧客の

需要減少等により売上が微減いたしましたが、海外向け顧客の需要が旺盛であったため好調に推移する

とともに、自動車向け（特にエコカー）巻線も大幅に売上が伸長いたしました。 

  化成品事業 

当セグメントの売上高は 59 億 36 百万円、営業損失は 4百万円となりました。 

商品別では、主力の配線板用銅張積層板は、車載、家電製品向けが順調に回復したものの、プリント配

線板生産拠点の海外移管が進み、売上は前年並みにとどまりました。また配線板は、上半期に遊技機向

けが回復したほか、ＬＥＤ向け半導体材料も、ブルーレイ用及び高輝度白色灯等の高機能市場向けに売

上が順調に推移いたしました。 

  海外 

当セグメントの売上高は 64 億 7 百万円、営業利益は 71 百万円となりました。 

中国地区においては、輸出及び内需拡大による高い経済成長に後押しされたこと、また、日本のエコ

ポイント需要による薄型テレビや白物家電の需要増大により好調を維持いたしました。 
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  ②次期の見通し 

    今後の我国経済は、原発事故による夏期の電力供給問題やサプライチェーンの混乱など東日本大震災

の経済への影響が懸念されるとともに、原材料や原油をはじめとした資源価格の高騰等、先行き不透明

な状況が続くと予想されます。 

    このような経済環境下にありまして、当社は、主要仕入先や取引先との連携をより一層強化し、製品、

サービスの安定供給を図るとともに、売上及び収益の拡大のために成長事業分野への積極的な受注活動

を実行してまいります。また、成長性を確保するため、中国をはじめとした新興国市場のみならず、将

来性の見込める東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）地域での営業展開を強力に推進するとともに、引き

続き徹底した経費の削減と業務の合理化等の収益改善施策にも取り組み、更なる業績の向上に総力を結

集する所存であります。 

    次期の連結業績につきましては、売上高２３,０００百万円、経常利益１４０百万円、当期純利益 

１２０百万円を予想しております。 

 

（２）財政状態に関する分析 

   ①資産、負債及び純資産の状況 

  （資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、１億５５百万円減少し、６９億３３百万円となりました。

これは、主として現金及び預金が２億８２百万円増加し、受取手形及び売掛金が４億７４百万円減少し

たことによるものであります。 

    固定資産は、前連結会計年度末に比べて、７７百万円減少し、６億３９百万円となりました。 

    この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、２億３２百万円減少し、７５億７２百万円となり

ました。 

  （負債） 

    流動負債は、前連結会計年度末に比べて、３億５８百万円減少し、５５億５４百万円となりました。 

これは、主として支払手形及び買掛金が２億４２百万円、短期借入金が１億１９百万円減少したことに

よるものであります。 

    固定負債は、前連結会計年度末に比べて９４百万円増加し、２億９８百万円となりました。 

    この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、２億６４百万円減少し、５８億５３百万円とな

りました。 

  （純資産） 

    純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、３１百万円増加し、１７億１９百万円となりました。 

これは、主として当期純利益１億４百万円によるものであります。 
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②キャッシュ･フローの状況 

    当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、１１億２７百万円とな

り前連結会計年度末より２億８２百万円増加いたしました。 

    各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

  （営業活動によるキャッシュ･フロー） 

    当連結会計年度において営業活動の結果得られた資金は１億９５百万円となりました。主な増加要因 

は、売上債権の減少であり、主な減少要因は、仕入債務の減少によるものであります。 

  （投資活動によるキャッシュ･フロー） 

    当連結会計年度において投資活動の結果得られた資金は１億６３百万円となりました。これは主に、 

投資有価証券の売却による収入によるものであります。 

  （財務活動によるキャッシュ･フロー） 

    当連結会計年度において財務活動の結果使用した資金は３８百万円となりました。これは主に、配当 

金の支払による支出によるものであります。 

   なお、当社グループのキャッシュ･フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。 

 ９３期 ９４期 ９５期 ９６期 

 平成２０年 

３月期 

平成２１年 

３月期 

平成２２年 

３月期 

平成２３年 

３月期 

自己資本比率（％） １６.４ １８.０ ２０.７ ２１.９

時価ベースの 

自己資本比率（％） 
５.９ ８.７ ９.２ ８.２

債務償還年数（年） ― ４.６ ８.５ １３.１

インタレスト・ 

カバレッジ・レシオ（倍） 
― １１.９ ８.７ ６.３

（注）１．自己資本比率:自己資本／総資産 

      ２．時価ベースの自己資本比率:株式時価総額／総資産 

      ３．債務償還年数:有利子負債／営業キャッシュ･フロー 

４．インタレスト・カバレッジ・レシオ: 営業キャッシュ･フロー／利払い 

 

（補足）１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数により算出しております。 

３．営業キャッシュ･フローは連結キャッシュ･フロー計算書の営業活動によるキャッシュ･フロ

ーを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を

支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ･

フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は創業以来利益確保に努め、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして   

認識しております。配当につきましては、各決算期の経営成績並びに今後の事業展開を考慮し、安定し

た配当を維持・継続しつつ、株主の皆様に還元していくことを基本方針としております。 

    また、内部留保金につきましては、企業体質の強化及び事業拡大の原資として活用し、これがひいて

は将来、安定的配当に寄与していくものと考えております。 

    当期の配当は、期末につきまして１株当たり５.０円とし、年間で５.０円を予定しております。 

    次期の配当は、期末につきまして１株当たり５.０円とし、年間で５.０円を予想しております。 
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（４）事業等のリスク 
    当社グループの業績は、今後起こりうる様々な要因により大きな影響を受ける可能性があります。 

以下において、当社グループの事業展開上のリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項を

記載しております。 
    なお、業績に影響を与える要因は、これらに限定されるものではありません。また、これらの事項は、

期末日現在において判断したものであります。 
   

①事業環境が変化するリスク 
    当社グループは、国内のほか、アジア地域で事業活動を展開しているため、日本の一般景気動向のみ

ならず、アジアの経済状況の影響も受ける可能性があります。従って、日本を含む当社グループの事業

展開上重要な地域における経済情勢や消費者動向の変動等が当社グループの業績及び財政状態に悪影

響を与える可能性があります。 
 
  ②取引先の信用リスク 
    当社グループは、取引先に対し、売掛債権、前渡金、その他の形で信用供与を行っており、信用リス

クを負っております。これら取引先、契約相手先が、支払不能、契約不履行等に陥る場合、当社グルー

プの事業及び財政状態が悪影響を受ける可能性があります。当社グループでは、取引先の与信審査の徹

底や担保・保証等の取得に係るリスク管理に努めており、また、上記の信用リスクが顕在化した場合に

備えるため、貸倒引当金を設定しております。しかしながら、こうした管理によりリスクを十分に回避

できる保証はありません。また、当社グループの見積りや評価が正しいとは限らなかった場合や経済状

況の悪化、その他の予期せぬ要因により、当社事業が大きな影響を受ける可能性があります。 
 
  ③為替相場変動のリスク 
    当社グループは、海外子会社を中心に輸出及び輸入を行っていることから、為替相場の変動は当社グ

ループの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。当社グループでは、為替相場の変動リスクを軽減

するための施策を実行しておりますが、為替相場の変動による経営成績への影響を完全に回避できる可

能性はありません。 
 

④大規模災害のリスク 
当社グループにおける取り扱い商品供給者の拠点に、万一、大規模災害が発生した場合、取り扱い商   

品の調達等に支障が生じる恐れがあり、当社グループの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 
 

  ⑤取扱商品及びそれらの原材料価格の変動について 
    当社グループの取り扱っている商品やそれらの原材料の価格が変動した場合、競合他社との価格競争   

力の維持が困難になり、当社グループの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 
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２．企業集団の状況 

  当社グループは、当社及び子会社６社で構成され、各種絶縁材料･電子部品･鉄鋼及び電線等の販売を主た

る事業としております。 
金属事業 

  当事業においては、表面処理鋼板、薄板、電磁鋼板、ブリキ、ステンレス、磨帯鋼等を販売しております。 

電線事業 

  当事業においては、加工付電線、電子機器用電線、巻線、メッキ線、ゴム製品、絶縁線、裸線等を販売し

ております。 

化成品事業 

  当事業においては、銅張積層板、合成樹脂、絶縁材料、フィルム、半導体、電子部品等を販売しておりま

す。 

海外 

海外子会社において上記事業の取扱商品を販売しております。 

 
事業の系統図は、次のとおりであります。 
 

 
得        意        先 

 
 
 

 
海    外 

   
主要株主 

  
主要株主 

三国（国際）有限公司 
三国（上海）電器件有限公司 
三国永業（天津）国際貿易有限公司 
Mikuni Asia Pacific Pte.Ltd. 
三国貿易（深圳）有限公司 
MIKUNI SHOJI MALAYSIA SDN.BHD. 

日立電線（株） 日立化成工業（株）

 
 

 
当   社 

 
 

金 属 事 業

 
 

電 線 事 業

 
 

化 成 品 事 業

 
 
（注）        は商品販売の流れ、      は商品仕入の流れであります。 
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３．経営方針 

（１）経営の基本方針 

   当社グループは、電機･電子機器関連材料を扱う商社として、“いつでもお役に立つ三国商事”を合言葉

に、「顧客第一主義」を基本方針として、①収集した情報の有効活用、②新商品の紹介等提案型営業に徹

すること、③流通や各種サービスの充実、④海外営業拠点の拡充等を通じて当社業務の付加価値を高め、

作り手側と使い手側双方から真に有効であると認められ信頼される商社を目指して、業容の拡大、発展を

図ることを目標としております。 

  

（２）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題 

当社グループの主要取引先である電機･電子関連業界を中心に、生産拠点の海外移管が続き国内   

生産能力の縮小や現地調達率の拡大等から、国内需要は引き続き低速し厳しい状況が続くものと思   

われます。 

   このような状況下で当社グループは、海外営業拠点（香港･上海･天津・深圳・シンガポール）の拡充に

一層注力して国内の空洞化に対処し、パソコンや携帯電話機等の情報通信分野向け材料の取扱いを増加さ

せることに重点的に取り組むと共に、既に取得いたしております「ＩＳО１４００１」による環境保全活

動及び環境負荷の少ない製品等の仕入･販売の推進及び商社の重要な財産の一つであります「人材の育成」

をさらに徹底し、エレクトロニクス分野に強い専門商社を目指したいと考えております。 

 

（３）コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及びその施策の実施状況 

当社はコーポレート・ガバナンスの重要性を十分認識し、経営の透明性や公正性の向上に努めるととも

に、迅速かつ効率的な意思決定を行うことができる経営管理体制を構築すべく取り組んでおります。 

取締役会は月１回以上開催し、経営に関する方針・計画及び業務執行に関する重要事項を決定するとと

もに、毎月の業績状況等についても執行管理を行っております。 

監査役につきましては、監査役２名を社外から迎えており、監査役の経営監督機能の充実に努めており

ます。監査役は、取締役会等重要な会議に出席し、取締役の職務執行を十分監査できる体制になっており

ます。また、当社は新日本有限責任監査法人と会計監査契約を締結して財務諸表の信頼性を確認し、経営

の透明性を確保しております。 
 
（４）反社会的勢力との関係排除への仕組みとその運用状況 
 ①反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方 
  当社は、平成 22 年 3 月に｢三国商事行動規範｣を制定し、社員全員に周知しており、その中で、反社会的

勢力には毅然として対応し、一切関係を持たないことを定めております。 
 ②反社会的勢力排除に向けた整備状況 
  反社会的勢力の排除については、担当部署を総務部と定めて、弁護士や警察などの外部専門機関と連携を

図り、具体的な対応を行う体制としております。また、これらの外部専門機関から反社会的勢力に関する情

報の収集を行い、その情報は、適宜、関連部署に伝達し周知を図っております。 
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４．連結財務諸表 

（１）連結貸借対照表 

                                         （単位：千円） 

         期 別 

 

科 目 

 

前連結会計年度（Ａ） 
（平成２２年３月３１日現在）

 

当連結会計年度（Ｂ） 
（平成２３年３月３１日現在） 

 

比 較 増 減 

（Ｂ）－（Ａ） 

〔 資 産 の 部 〕         

流 動 資 産 

     

７,０８８,８４５

     

６,９３３,６９４ 

     

△ １５５,１５０

  現 金 及 び 預 金 

  受取手形及び売掛金 

  た な 卸 資 産 

  繰 延 税 金 資 産 

未 収 還 付 法 人 税 等 

  そ の 他 

  貸 倒 引 当 金 

８４４,４５６

５,２１３,４１３

７２１,８３５

５２,１１７

―

３３８,７７５

△ ８１,７５３

１,１２７,３３５ 

４,７３９,２７１ 

７２４,０００ 

５９,０５１ 

１,００６ 

３７８,３２８ 

△ ９５,２９９ 

  ２８２,８７９

△ ４７４,１４１

 ２,１６４

６,９３３

 １,００６

  ３９,５５３

 △ １３,５４５

固 定 資 産 ７１６,４９６ ６３９,２１０   △ ７７,２８５

 有 形 固 定 資 産 ３７７,７３６ ３６１,３８５  △ １６,３５０

無 形 固 定 資 産 ３,９６７ ３,６４０ △ ３２６

 投 資 そ の 他 の 資 産 ３３４,７９２ ２７４,１８４ △ ６０,６０８

  そ の 他 

  貸 倒 引 当 金 

３８０,９９８

△ ４６,２０５

３２０,３１０ 

△ ４６,１２６ 

  △ ６０,６８８

  ７９

資 産 合 計 ７,８０５,３４１ ７,５７２,９０５ △ ２３２,４３６

〔 負 債 の 部 〕         

流 動 負 債 

 

５,９１３,６３５

 

５,５５４,７８９ 

 

△ ３５８,８４５

  支払手形及び買掛金 

  短 期 借 入 金 

  未 払 法 人 税 等 

役 員 賞 与 引 当 金 

  そ の 他 

３,１７１,３７４

２,６１２,３０３

１０,２７１

５,０００

１１４,６８４

２,９２８,８８５ 

２,４９３,１３３ 

１４,８２３ 

６,０００ 

１１１,９４７ 

△ ２４２,４８９

 △ １１９,１７０

  ４,５５１

 １,０００

 △ ２,７３７

固 定 負 債 ２０３,６９７ ２９８,４７２  ９４,７７４

  長 期 借 入 金 

 退 職 給 付 引 当 金 

  役員退職慰労引当金 

繰 延 税 金 負 債 

―

１２８,１３３

４５,９４０

２９,６２３

８３,９０９ 

１２０,４１８ 

６０,０２０ 

３４,１２４ 

８３,９０９

△ ７,７１５

   １４,０８０

４,５００

負 債 合 計 ６,１１７,３３２ ５,８５３,２６１ △ ２６４,０７１

〔 純資産の部 〕 
株 主 資 本 １,６０１,６７８

 

１,７０３,４９５ １０１,８１７

資 本 金 
資 本 剰 余 金 
利 益 剰 余 金 
自 己 株 式 

３００,０００

１,３３３

１,３０３,２２７

△ ２,８８２

３５０,０００ 
１,３３３ 

１,３５５,０６０ 
△ ２,８９８ 

５０,０００

―

５１,８３３

△ １５

その他の包括利益累計額 １２,２９７ △ ４７,２６６  △ ５９,５６４

その他有価証券評価差額金 
為 替 換 算 調 整 勘 定 

１７,５３３

△ ５,２３５

 ４,５０３ 
△ ５１,７７０ 

 △ １３,０２９

 △ ４６,５３４

少 数 株 主 持 分 ７４,０３２ ６３,４１４ △ １０,６１８

純 資 産 合 計 １,６８８,００８ １,７１９,６４３ ３１,６３４

負 債 ・ 純 資 産 合 計 ７,８０５,３４１ ７,５７２,９０５ △ ２３２,４３６
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（２）連結損益計算書 

                                         （単位：千円） 

          期 別 

 

 

 科 目 

前連結会計年度（Ａ） 
自 平  成  ２１ 年 ４ 月  １日 

（                  ） 

至    平  成  ２２ 年 ３ 月 ３１日 

当連結会計年度（Ｂ） 
自 平  成  ２２ 年 ４ 月  １日 

（                  ） 

至    平  成  ２３ 年 ３ 月 ３１日 

 
Ｂ ／ Ａ 
（ ％ ） 

 

売 上 高           

売 上 原 価           

２０,７２０,６９６

１８,９４９,２４０

２３,１３４,９４０ 

２１,４２５,６９０ 

１１２

１１３

 売 上 総 利 益 

販売費及び一般管理費 

１,７７１,４５５

１,７０１,０２７

１,７０９,２５０ 

１,６４５,９１４ 

９６

９７

 営 業 利 益 

営 業 外 収 益           

 受 取 利 息 

 受 取 配 当 金 

        雑 収 入 

営 業 外 費 用           

支 払 利 息 

為 替 差 損 

手 形 売 却 損 

雑 損 失 

７０,４２８

５７,２６１

３２,４３２

８,４９０

１６,３３８

５１,４２７

３７,１７８

３,０３８

９,８６８

１,３４２

６３,３３５ 

５５,８３５ 

３９,４２２ 

７,３１６ 

９,０９６ 

１０２,４４０ 

３１,５２５ 

５５,２５４ 

１０,０７８ 

５,５８２ 

９０

９８

１２２

８６

５６

１９９

８５

１,８１９

１０２

４１６

経 常 利 益 

特 別 利 益           

    貸 倒 引 当 金 戻 入 益 

投資有価証券売却益 

特 別 損 失           

持 分 変 動 損 失 

ゴルフ会員権評価損 

７６,２６２

７,９７４

７,９２４

５０

  ７,３９０

７,３９０

―

１６,７３０ 

１２７,９３３ 

― 

１２７,９３３ 

  １,９７４ 

― 

１,９７４ 

２２

１,６０４

―

―

２７

―

―

税金等調整前当期純利益 

 法人税、住民税及び事業税              

法 人 税 等 還 付 税 額 

  法 人 税 等 調 整 額 

７６,８４５

１７,２２４

△ １２,２０６

 １３,４５２

１４２,６８８ 

２５,０８１ 

 ― 

 ８,３５７ 

１８６

１４６

―

６２

少数株主損益調整前当期純利益 

少 数 株 主 利 益 

―

７,６８３

１０９,２４９ 

４,３１７ 

―

５６

当 期 純 利 益 ５０,６９２ １０４,９３１ ２０７
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（３）連結包括利益計算書 

                                         （単位：千円） 

          期 別 

 

 

 科 目 

前連結会計年度（Ａ） 
自 平  成  ２１ 年 ４ 月  １日 

（                  ） 

至    平  成  ２２ 年 ３ 月 ３１日 

当連結会計年度（Ｂ） 
自 平  成  ２２ 年 ４ 月  １日 

（                  ） 

至    平  成  ２３ 年 ３ 月 ３１日 

 
Ｂ ／ Ａ
（ ％ ）

 

少数株主損益調整前当期純利益 

そ の 他 の 包 括 利 益 

その他有価証券評価差額金 

為 替 換 算 調 整 勘 定 

―

―

―

１０９,２４９

△１３,０２９

△５１,４１９

―

―

―

その他の包括利益合計 ※2 ― △６４,４４９ ―

包 括 利 益 ※1 ― ４４,７９９ ―

（内訳） 
親 会 社 に 係 る 包 括 利 益 

少 数 株 主 に 係 る 包 括 利 益 

 
―

―

４５,３６７

△５６８

―

―

 
（４）連結株主資本等変動計算書 

前連結会計年度（自 平成２１年４月１日 至 平成２２年３月３１日） 

（単位：千円） 

 株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

平成 21 年 3月 31 日残高 300,000 1,333 1,281,131 △2,822 1,579,643

連結会計年度中の変動額 

 剰余金の配当 

 当期純利益 

新規連結に伴う利益剰余金

の減少 

 自己株式の取得 

株主資本以外の項目の連結

会計年度中の変動額（純額）

 

 

 

 

 

  

△23,928

50,692

△4,668

 

 

 

 

 

△60 

 

 

 

△23,928

50,692

△4,668

△60

連結会計年度中の変動額合計 ― ― 22,095 △60 22,035

平成 22 年 3月 31 日残高 300,000 1,333 1,303,227 △2,882 1,601,678

 

 評価・換算差額等 
少数株主 

持分 
純資産合計 その他有価証券

評価差額金 

為替換算調整 

勘定 

評価・換算差額

等合計 

平成 21 年 3月 31 日残高 △24,031 △9,703 △33,735 47,793 1,593,701

連結会計年度中の変動額 

 剰余金の配当 

 当期純利益 

新規連結に伴う利益剰余金

の減少 

自己株式の取得 

株主資本以外の項目の連結

会計年度中の変動額（純額）

 

41,565

 

 

 

 

 

4,467

 

46,032

 

 

 

 

 

 

 

26,238 

 

△23,928

50,692

△4,668

△60

72,271

連結会計年度中の変動額合計 41,565 4,467 46,032 26,238 94,306

平成 22 年 3月 31 日残高 17,533 △5,235 12,297 74,032 1,688,008
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当連結会計年度（自 平成２２年４月１日 至 平成２３年３月３１日） 

（単位：千円） 

 株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

平成 22 年 3月 31 日残高 300,000 1,333 1,303,227 △2,882 1,601,678

連結会計年度中の変動額 

 剰余金の配当 

剰余金の資本金組み入れ 

 当期純利益 

連結除外に伴う利益剰余金

の増加 

 自己株式の取得 

株主資本以外の項目の連結

会計年度中の変動額（純額）

 

 

50,000

 

 

  

△29,908

△50,000

104,931

26,809

 

 

 

 

 

 

△15 

 

 

△29,908

―

104,931

26,809

△15

連結会計年度中の変動額合計 50,000 ― 51,833 △15 101,817

平成 23 年 3月 31 日残高 350,000 1,333 1,355,060 △2,898 1,703,495

 

 その他の包括利益累計額 
少数株主 

持分 
純資産合計 その他有価証券

評価差額金 

為替換算調整 

勘定 

その他の包括 

利益累計額合計

平成 22 年 3月 31 日残高 17,533 △5,235 12,297 74,032 1,688,008

連結会計年度中の変動額 

 剰余金の配当 

剰余金の資本金組み入れ 

 当期純利益 

連結除外に伴う利益剰余金

の増加 

自己株式の取得 

株主資本以外の項目の連結

会計年度中の変動額（純額）

 

△13,029

 

 

 

 

 

△46,534

 

△59,564

 

 

 

 

 

 

 

 

△10,618 

 

△29,908

―

104,931

26,809

△15

△70,182

連結会計年度中の変動額合計 △13,029 △46,534 △59,564 △10,618 31,634

平成 23 年 3月 31 日残高 4,503 △51,770 △47,266 63,414 1,719,643
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（５）連結キャッシュ･フロー計算書 

                                         （単位：千円） 

                期 別 

 

 

 科 目 

前連結会計年度 

自 平  成  ２１ 年 ４ 月  １日 
（                  ） 
至    平  成  ２２ 年 ３ 月 ３１日 

当連結会計年度 

自 平  成  ２２  年 ４ 月  １日 
（                  ） 
至    平  成  ２３  年 ３ 月 ３１日 

(１)営業活動によるキャッシュ･フロー 

税金等調整前当期純利益 

減価償却費 

退職給付引当金の減少額 

役員賞与引当金の増加額 

役員退職慰労引当金の増減額（△減少額） 

関係会社整理損失引当金の減少額 

貸倒引当金の増加額 

受取利息及び受取配当金 

支払利息 

持分変動損失 

投資有価証券売却益 
ゴルフ会員権評価損 
売上債権の増減額(△増加額) 

たな卸資産の増減額(△増加額) 

仕入債務の増減額(△減少額) 

その他
 

小    計 

利息及び配当金の受取額 

利息の支払額 

法人税等の支払額 

法人税等の還付額 

営業活動によるキャッシュ･フロー 

 

(２)投資活動によるキャッシュ･フロー 

貸付金の回収による収入 

有形固定資産の取得による支出 

投資有価証券の取得による支出 

投資有価証券の売却による収入 

ゴルフ会員権取得による支出 

その他 

投資活動によるキャッシュ･フロー 

 

(３)財務活動によるキャッシュ･フロー 

短期借入金の純減少額 

長期借入による収入 

配当金の支払額 

自己株式の取得による支出 

少数株主に対する配当金の支払 
少数株主からの払込による収入 
財務活動によるキャッシュ･フロー 

 

(４)現金及び現金同等物に係る換算差額 

(５)現金及び現金同等物の増減額（△減少額） 

(６)現金及び現金同等物の期首残高 

(７)新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 

(８)現金及び現金同等物の期末残高 

 

７６,８４５ 

１９,９００ 

△５,１１１ 

― 

△５,２６０ 

△８,０００ 

８,２４３ 

△４０,９２２ 

３７,１７８ 

７,３９０ 

― 

― 

△５７５,５１３ 

５４５,２３８ 

２８２,０４６ 

△７０,０６９ 

 

１４２,６８８

１６,９７３

△７,６９１

１,０００

１４,０８０

―

１３,８３７

△４６,７３８

３１,５２５

―

△１２７,９３３

１,９７４

３７３,１０２

△２４,０９９

△１５５,６５５

△３３,１６０

２７１,９６７ 

４０,７５６ 

△３５,５２２ 

△１４,７４２ 

４５,９５６ 

１９９,９０４

４６,５７４

△３１,２０７

△１９,２７５

―

３０８,４１６ 

 

 

２,５９６ 

 △８,８１９ 

△８,１７８ 

１,１００ 

― 

△１６,７４６ 

１９５,９９５

１,１８２

 △２,００４

△９,３８９

１７６,１００

△４,２４９

１,７７４

△３０,０４７ 

 

 

△１,２０２,８６９ 

― 

△２３,６７３ 

△６０ 

△４,９５５ 

１６,６０６ 

１６３,４１３

△８６,６３１

８７,４１９

△２９,３９４

△１５

△１０,０５０

―

△１,２１４,９５１ 

 

９,２９２ 

△３８,６７２

△３７,８５７

△９２７,２９０ 

１,７２７,０９８ 

４４,６４８ 

２８２,８７９

８４４,４５６

―

８４４,４５６ １,１２７,３３５



 １３

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 １．連結の範囲に関する事項 

    連結子会社 ６社 

    三国（国際）有限公司、三国（上海）電器件有限公司、三国永業（天津）国際貿易有限公司、Mikuni 

Asia Pacific Pte.Ltd.三国貿易（深圳）有限公司、MIKUNI SHOJI MALAYSIA SDN.BHD. 
前連結会計年度において連結子会社でありました Mikuni Europe s.r.o.は、平成２２年４月３０

日をもって解散（清算）したため、当連結会計年度より連結の範囲から除外しております。 
MIKUNI SHOJI MALAYSIA SDN.BHD.は平成 23 年 1 月に解散を決議し、現在清算手続中であります。 

 ２．持分法の適用に関する事項 

   持分法適用会社は、ありません。 
 ３．連結子会社の決算日等に関する事項 

   三国（国際）有限公司、三国（上海）電器件有限公司、三国永業（天津）国際貿易有限公司、Mikuni 

Asia Pacific Pte.Ltd.、三国貿易（深圳）有限公司、MIKUNI SHOJI MALAYSIA SDN.BHD.の決算日は、

１２月３１日であります。 

   連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な

取引については、連結上必要な調整を行っております。 

 ４．会計処理基準に関する事項 

   （1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券 

 その他有価証券 

        時価のあるもの……………決算末日の市場価格等に基づく時価法 

         （評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

        時価のないもの……………移動平均法に基づく原価法 

     ②たな卸資産……………主として総平均法に基づく原価法 

                （収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

          ③デリバティブ…………時価法 

   （2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

     ①有形固定資産 

       当社は定率法に、また、在外連結子会社は定額法によっております。 

ただし、当社は平成１０年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）については、

定額法によっております。 

     ②無形固定資産 

     定額法によっております。 

     なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（主として 

５年）に基づく定額法によっております。 

    （3）重要な引当金の計上基準 

     ①貸倒引当金 

        債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見込額を計上しております。 

        a 一般債権 

                  貸倒実績率によっております。 

        b 貸倒懸念債権及び破産更生債権等 

          個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

 



 １４

      ②役員賞与引当金 

役員に対して支給する賞与の支出に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。 

      ③退職給付引当金 

        従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産 

        の見込額に基づき、当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上して 

        おります。 

        過去勤務債務は、従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（１０年）による定額法によ

り費用処理しております。 

        なお、数理計算上の差異は、従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（１０年）に 

よる定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することと 

しております。 

④役員退職慰労引当金 

        役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。 

    （4）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

       外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし 

       て処理しております。なお、在外子会社の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により 

       円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部 

       における為替換算調整勘定に含めております。 

   （5）連結キャッシュ･フロー計算書における資金の範囲 

       手許現金、要求払預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヵ月以内に償還期限及び満期日の到来する短期的な投資からなって

おります。 

     （6）その他連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

      消費税等の会計処理 

       消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

 

会計処理の変更 

前連結会計年度 
自 平  成  ２１  年 ４ 月  １日 
（                  ） 
至    平  成  ２２  年 ３ 月 ３１日 

当連結会計年度 
自 平  成  ２２  年 ４ 月  １日 
（                  ） 
至    平  成  ２３  年 ３ 月 ３１日 

（退職給付に係る会計基準） 

 当連結会計年度より、「「退職給付に係る会計基準」

の一部改正（その３）」（企業会計基準第 19 号 平成

20 年７月 31 日）を適用しております。 

なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調

整前当期純利益に与える影響はありません。 

 

― 

― 

 

 

 

 

 

 

（資産除去債務に関する会計基準等） 

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計

基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月 31 日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31

日）を適用しております。 

なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調

整前当期純利益に与える影響はありません。 
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表示方法の変更 

前連結会計年度 
自 平  成  ２１  年 ４ 月  １日 
（                  ） 
至    平  成  ２２  年 ３ 月 ３１日 

当連結会計年度 
自 平  成  ２２  年 ４ 月  １日 
（                  ） 
至    平  成  ２３  年 ３ 月 ３１日 

― （連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準

第 22 号 平成 20 年 12 月 26 日）に基づき財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成 21 年 3 月 24

日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当連結会計年度

では、「少数株主損益調整前当期純利益」の科目を表

示しております。 

 
 
追加情報 

前連結会計年度 
自 平  成  ２１  年 ４ 月  １日 
（                  ） 
至    平  成  ２２  年 ３ 月 ３１日 

当連結会計年度 
自 平  成  ２２  年 ４ 月  １日 
（                  ） 
至    平  成  ２３  年 ３ 月 ３１日 

― （包括利益の表示に関する会計基準） 

 当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会

計基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）

を適用しております。ただし、「その他の包括利益累

計額」及び｢その他の包括利益累計額合計｣の前連結会

計年度の金額は、｢評価・換算差額等｣及び｢評価・換

算差額等合計｣の金額を記載しております。 

 
 
注 記 事 項 

（連結貸借対照表関係）                              （単位：千円） 

項  目 
前連結会計年度 

（平成２２年３月３１日現在） 

当連結会計年度 

（平成２３年３月３１日現在） 

１.有形固定資産の減価償却累計額 

２.担保資産 

３.受取手形裏書譲渡高 

４.手形債権譲渡高 

３５９,１６８

６６,５８１

７,９５０

１,３０５,１７６

３７１,８６９

６４,８００

７,３０４

１,４３５,９４３

 

（連結損益計算書関係）                                                    （単位：千円） 

項  目 

前連結会計年度 

自 平成２１年４月 １日 

（            ） 

至 平成２２年３月３１日 

当連結会計年度 

自 平成２２年４月 １日 

（            ） 

至 平成２３年３月３１日 

１．販売費及び一般管理費の

うち主要な項目及び金額 

荷造運賃 

従業員給料手当 

賞与 

役員賞与引当金繰入額 

退職給付費用 

役員退職慰労引当金繰入額 

貸倒引当金繰入額 

 

２．収益性の低下による簿価

切下額 

 

 

２００,０２３

６５９,５５８

１１４,５４８

５,０００

 ３９,３６３

 １５,２２０

１１,９９８

 

売上原価       ４,００９

 

 

１７５,３９９

６３５,５３３

１１８,５００

６,０００

 ３７,４１４

 １５,４８０

１３,８３７

 

売上原価      △２,８４１
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（連結包括利益計算書関係） 

 当連結会計年度（自 平成２２年４月１日 至 平成２３年３月３１日） 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

   親会社株主に係る包括利益       96,725 千円 

   少数株主に係る包括利益         7,197 

     計             103,922 

 

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

   その他有価証券評価差額金       41,565 千円 

   為替換算調整勘定            3,980 

     計              45,546 

 

 

（連結株主資本等変動計算書関係） 

前連結会計年度（自 平成２１年４月１日 至 平成２２年３月３１日） 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 6,000,000 ― ― 6,000,000

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 17,885 500 ― 18,385

（注）自己株式の数の増加は、単元未満株式の買取による増加分であります。 

３．新株予約権等に関する事項 

  該当事項はありません。 

４．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

（千円） 

１株当たり配当額

（円） 
基準日 効力発生日 

平成 21年 6月 26 日 

定時株主総会 
普通株式 23,928 4.00 平成 21年 3月 31日 平成 21年 6月 29日

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議（予定） 
株式の 

種類 
配当の原資 

配当金の 

総額（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成 22年 6月 29 日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金 29,908 5.00 平成 22年 3月 31日 平成 22年 6月 30日
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当連結会計年度（自 平成２２年４月１日 至 平成２３年３月３１日） 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 6,000,000 ― ― 6,000,000

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 18,385 133 ― 18,518

（注）自己株式の数の増加は、単元未満株式の買取による増加分であります。 

３．新株予約権等に関する事項 

  該当事項はありません。 

４．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

（千円） 

１株当たり配当額

（円） 
基準日 効力発生日 

平成 22年 6月 29 日 

定時株主総会 
普通株式 29,908 5.00 平成 22年 3月 31日 平成 22年 6月 30日

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議（予定） 
株式の 

種類 
配当の原資 

配当金の 

総額（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成 23年 6月 29 日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金 29,907 5.00 平成 23年 3月 31日 平成 23年 6月 30日

 

 

（連結キャッシュ･フロー計算書関係） 

前連結会計年度 

自 平成２１年４月 １日 

（            ） 

至 平成２２年３月３１日 

当連結会計年度 

自 平成２２年４月 １日 

（            ） 

至 平成２３年３月３１日 

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

 

現金及び預金勘定        ８４４,４５６千円

現金及び現金同等物       ８４４,４５６千円

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

 

現金及び預金勘定      １,１２７,３３５千円

現金及び現金同等物     １,１２７,３３５千円

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １８

（セグメント情報） 

１．事業の種類別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成２１年４月１日 至 平成２２年３月３１日） 

 当社グループは、事業の種類として各種商品販売を行う専門商社であるので、事業の種類別セグメント上は、 

単一業種として取り扱っております。 

 従って、事業の種類別セグメント情報は記載を省略しております。 

２．所在地別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成２１年４月１日 至 平成２２年３月３１日） 

（単位：千円） 

 
日 本 アジア ヨーロッパ 計 

消去又は 

全社 
連 結 

Ⅰ売上高及び営業損益 

 売 上 高       

（１）外部顧客に対する売上高 

（２）セグメント間の 

      内部売上高又は振替高 

15,146,719

1,377,766

5,129,447

324,216

444,530

―

 

 

20,720,696 

 

1,701,983 

―

△1,701,983

20,720,696

―

計 16,524,485 5,453,663 444,530 22,422,679 △1,701,983 20,720,696

営 業 費 用       16,576,812 5,418,013 364,558 22,359,384 △1,709,116 20,650,268

営業利益又は営業損失（△） △52,327 35,650 79,971 63,294 7,133 70,428

Ⅱ資    産 6,140,971 2,798,376 1,632 8,940,980 △1,135,639 7,805,341

（注） １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   アジア……香港、上海、天津、深圳、シンガポール、マレーシア 

   ヨーロッパ……チェコ 

３．海外売上高 

前連結会計年度（自 平成２１年４月１日 至 平成２２年３月３１日） 

                                （単位：千円） 

 アジア ヨーロッパ 計 

Ⅰ海外売上高 ５,１８２,３６２ ４５１,４５６ ５,６３３,８１８ 

Ⅱ連結売上高 ２０,７２０,６９６ 

Ⅲ連結売上高に占める 

 海外売上高の割合 

 

２５．０％ 

 

 ２．２％ 

 

２７．２％ 

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 （１）アジア……中国、台湾、シンガポール等 

 （２）ヨーロッパ……チェコ等 

   ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １９

４．セグメント情報 

（1）報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

  当社は取扱商品別の事業部を国内に置き、各事業部は、取り扱う商品の販売について国内及び海外の包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。また、海外においては現地子会社が主体となって海外での商品販

売活動を行っております。 

  したがって、当社グループは、当社（国内）における事業部を基礎とした取扱商品別のセグメントと、海外子

会社を基礎とした海外での商品販売を行うセグメントから構成されており、「金属事業」「電線事業」「化成品事

業」「海外」の４つを報告セグメントとしております。 

  「金属事業」は表面処理鋼板、薄板、電磁鋼板、ブリキ、ステンレス、磨帯鋼等の販売を行っております。「電

線事業」は加工付電線、電子機器用電線、巻線、メッキ線、ゴム製品、絶縁線、裸線等の販売を行っております。

「化成品事業」は銅張積層板、合成樹脂、絶縁材料、フィルム、半導体、電子部品等の販売を行っております。

「海外」は各事業の取扱商品の販売を行っております。 

 

（2）報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成２１年４月１日 至 平成２２年３月３１日） 

（単位：千円） 

 報告セグメント 

調整額 

（注 1） 

連結損益 

計算書 

（注 2） 

日 本 

海 外 計 金属 

事業 

電線 

事業 

化成品

事業 

売上高 

 外部顧客への売上高 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 

 

4,607,763 

 

517,205 

4,952,126

537,446

5,586,829

323,114

5,573,977

324,216

 

20,720,696 

 

1,701,983 

―

△1,701,983

20,720,696

―

計 5,124,968 5,489,572 5,909,944 5,898,193 22,422,679 △1,701,983 20,720,696

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 

 

18,168 6,099 △61,039 110,881

 

74,110 △3,682 70,428

セグメント資産 1,320,228 1,529,876 1,824,213 2,800,009 7,474,327 331,013 7,805,341

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△3,682 千円には、セグメント間振替高 11,873 千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△15,555 千円が含まれております。 

     また、セグメント資産の調整額 331,013 千円には、セグメント間振替高△996,304 千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社資産 1,327,317 千円が含まれております。 

   ２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 ２０

当連結会計年度（自 平成２２年４月１日 至 平成２３年３月３１日） 

（単位：千円） 

 報告セグメント 

調整額 

（注 1） 

連結損益 

計算書 

（注 2） 

日 本 

海 外 計 金属 

事業 

電線 

事業 

化成品

事業 

売上高 

 外部顧客への売上高 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 

 

4,946,304 

 

612,604 

5,845,166

378,277

5,936,372

546,264

6,407,097

580,157

 

23,134,940 

 

2,117,304 

―

△2,117,304

23,134,940

―

計 5,558,909 6,223,443 6,482,637 6,987,254 25,252,244 △2,117,304 23,134,940

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 

 

34,530 △46,518 △4,378 71,563

 

55,196 8,139 63,335

セグメント資産 1,345,345 1,435,071 1,574,352 2,155,030 6,509,800 1,063,104 7,572,905

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額 8,139 千円には、セグメント間振替高△2,577 千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用 10,716 千円が含まれております。 

     また、セグメント資産の調整額 1,063,104 千円には、セグメント間振替高△665,198 千円、各報告セグ

メントに配分していない全社資産 1,728,303 千円が含まれております。 

   ２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（追加情報） 

  当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 平成 20 年３月

21 日）を適用しております。 

 

 

（１株当たり情報） 

 

前連結会計年度 

自 平成２１年４月 １日 

（            ） 

至 平成２２年３月３１日 

当連結会計年度 

自 平成２２年４月 １日 

（            ） 

至 平成２３年３月３１日 

１株当たり純資産額 

１株当たり当期純利益 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

２６９ 円８２ 銭

８ 円４７ 銭

潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 

２７６ 円８９ 銭

１７ 円５４ 銭

潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 

 

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

前連結会計年度 

自 平成２１年４月 １日 

（            ） 

至 平成２２年３月３１日 

当連結会計年度 

自 平成２２年４月 １日 

（            ） 

至 平成２３年３月３１日 

当期純利益（千円） 

普通株主に帰属しない金額（千円） 

普通株式に係る当期純利益（千円） 

普通株式の期中平均株式数（株） 

５０,６９２

―

５０,６９２

５,９８１,８２３

１０４,９３１

―

１０４,９３１

５,９８１,５２６

 

 

 

 

 



 ２１

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 

 

（開示の省略） 

リース取引関係、金融商品関係、有価証券関係、デリバティブ取引関係、退職給付関係、税効果会計関係、関

連当事者情報に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示

を省略しております。 

 

 


